
県
は
ど
の
よ
う
に
事
業
化
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答
弁

県
で
は
、
川
名
地
区
に

お
け
る
狭
隘
道
路
に
よ
る
日
常

生
活
や
災
害
時
の
消
防
活
動
へ

の
不
安
を
解
消
す
る
た
め
、
事

業
が
本
格
化
す
る
ま
で
の
間
、

事
業
用
地
を
活
用
し
て
、
周
辺

住
民
が
安
全
に
利
用
で
き
る
生

活
道
路
の
整
備
を
図
る
と
し
て

い
る
。
二
十
二
年
度
も
引
き
続

き
用
地
取
得
を
進
め
、
生
活
道

路
と
し
て
早
期
に
供
用
が
で
き

る
よ
う
進
め
て
い
く
と
の
こ
と

で
あ
る
。

ま
た
、
本
線
の
事
業
化
に
向

け
た
取
り
組
み
と
し
て
、
地
元

住
民
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が

ら
現
地
測
量
、
地
質
調
査
、
大

気
等
の
環
境
調
査
を
二
十
二
年

度
か
ら
実
施
す
る
と
と
も
に
、

川
名
緑
地
に
つ
い
て
は
、
専
門

家
等
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
調

査
を
進
め
る
と
聞
い
て
い
る
。

本
市
と
し
て
も
、
川
名
地
区

の
生
活
環
境
や
、
貴
重
な
緑
地

の
保
全
等
、
周
辺
環
境
に
配
慮

し
た
道
路
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
認
識
を
持
ち
、
今
後
も

県
と
連
携
し
て
事
業
促
進
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

議
員
全
員
協
議
会
は
、
四

月
十
二
日
、
六
月
七
日
、
二

十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
四
月

十
二
日
と
六
月
二
十
五
日
に

は
、
新
総
合
計
画
策
定
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
、
こ
れ
に
対
し
、
質
疑
を

行
っ
た
。
六
月
七
日
に
は
、

市
長
の
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
参
加
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

〇
新
総
合
計
画
策
定
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

〈
市
の
説
明
〉

新
総
合
計
画
に
つ
い
て
は
、

本
年
二
月
に
基
本
構
想
が
議

決
さ
れ
、
四
月
以
降
、
地
域

経
営
戦
略
一
〇
〇
人
委
員
会

や
地
域
経
営
会
議
等
で
基
本

計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
を

計
画
全
体
の
目
標
と
す
る
た
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
市
民
多
数

か
ら
、「
気
づ
き
」
と
い
う
生
活

実
感
と
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
集
約
し
た
。

こ
の
「
気
づ
き
」
と
行
政
か

ら
の
課
題
、
地
域
や
市
民
活
動

団
体
か
ら
の
課
題
を
、
地
域
経

営
戦
略
一
〇
〇
人
委
員
会
、
地

域
経
営
会
議
及
び
行
政
が
点
検
、

集
約
し
、「
ふ
じ
さ
わ
未
来
課

題
」
と
し
て
ま
と
め
た
。「
ふ

じ
さ
わ
未
来
課
題
」
は
、
市
民
、

地
域
及
び
行
政
の
課
題
と
し
て
、

ま
た
、
基
本
計
画
を
練
り
上
げ

て
い
く
た
め
の「
藤
沢
づ
く
り
」

の
基
礎
と
し
て
共
有
す
べ
き
重

要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

「
ふ
じ
さ
わ
未
来
課
題
」
に
対
す

る
重
み
づ
け
を
行
い
、
重
点
課

題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

年
齢
構
成
や
地
区
別
人
口
を
考

慮
し
、
無
作
為
抽
出
の
約
一
万

五
千
人
の
市
民
を
対
象
に
、ア
ン

ケ
ー
ト
と
し
て「
こ
こ
に
重
点
！

未
来
へ
の
ス
テ
ッ
プ
調
査
」
を

実
施
し
た
。

こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、

「
ふ
じ
さ
わ
未
来
課
題
」
の
項

目
ご
と
に
、
ど
の
く
ら
い
実
現

で
き
て
い
る
か
の
「
充
足
度
」

と
、
ど
の
く
ら
い
大
切
に
感
じ

て
い
る
か
の
「
重
要
度
」
の
指

標
に
分
類
し
、
地
域
ご
と
、
あ

る
い
は
市
域
全
体
を
対
象
に
取

り
組
ん
で
い
く
重
要
課
題
に
つ

い
て
、
仕
分
け
作
業
を
地
域
経

営
会
議
、
地
域
経
営
戦
略
一
〇

〇
人
委
員
会
等
で
行
っ
た
。

今
後
は
、
各
地
区
の
地
域
経

営
会
議
や
市
民
セ
ン
タ
ー
・
公

民
館
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民

の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
ま

ち
づ
く
り
計
画
案
を
今
夏
に
も

策
定
し
、
市
域
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
計
画
に
つ
い
て
も
、
地
域

経
営
戦
略
一
〇
〇
人
委
員
会
や

市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
策
定

し
、
十
月
に
は
基
本
計
画
を
策

定
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
実
施
計
画
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
議
員
全
員
協
議
会

で
中
間
報
告
し
た
の
ち
、
平
成

二
十
三
年
一
月
に
策
定
を
終
え
、

二
十
三
年
度
予
算
案
に
反
映
し
、

二
十
三
年
度
よ
り
新
総
合
計
画

に
基
づ
く
「
私
た
ち
の
政
府
」

に
よ
る
「
藤
沢
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
き
た
い
。
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質
問

本
市
の
観
光
振
興
計
画

の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

に
根
差
し
た
具
体
的
な
計
画
と

な
る
よ
う
期
待
し
て
い
る
が
、

観
光
立
市
と
し
て
の
藤
沢
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
の
か
聞

き
た
い
。

答
弁

今
年
度
に
策
定
を
予
定

し
て
い
る
観
光
振
興
計
画
に
お

い
て
は
、
す
そ
野
が
広
く
地
域

経
済
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与

す
る
観
光
産
業
の
持
続
的
な
成

長
と
「
観
光
立
市
　
藤
沢
」
の

発
展
に
向
け
、
平
成
二
十
三
年

末
の
海
水
浴
客
数
を
除
く
年
間

観
光
客
数
を
一
千
万
人
に
設
定

し
、
そ
の
達
成
と
さ
ら
な
る
向

上
を
目
指
す
た
め
、「
南
北
縦
断

観
光
地
化
」、「
四
季
を
通
じ
た

観
光
客
の
誘
致
」、「
日
本
中
・

世
界
中
か
ら
の
観
光
客
の
誘

致
」、「
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
観
光
客
の
誘
致
」
を
重
点
課

題
と
し
た
観
光
施
策
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
、
湘
南
の
海
と

質
問

「
保
育
園
原
っ
ぱ
化
事

業
」
に
よ
る
善
行
乳
児
保
育
園

の
一
部
芝
生
化
に
つ
い
て
は
、

芝
の
植
栽
か
ら
一
年
が
経
過
し

質
問

高
校
授
業
料
無
償
化
に

よ
っ
て
廃
止
と
な
っ
た
本
市
の

奨
学
金
制
度
の
復
活
や
近
隣
市

が
検
討
中
の
独
自
支
援
策
を
調

査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
負
担
増

の
家
庭
を
救
済
す
る
施
策
を
行

う
べ
き
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

奨
学
金
制
度
は
、
高
等

学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
困
難

な
家
庭
に
対
し
、
公
立
高
校
の

授
業
料
相
当
額
を
給
付
す
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
た
も

の
で
、
国
の
方
針
で
あ
る
公
立

高
校
授
業
料
無
償
化
及
び
私
立

高
校
授
業
料
助
成
制
度
の
実
施

に
よ
り
、
そ
の
目
的
は
達
成
さ

れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
は
そ
の
財
源
を
活
用

し
、
市
内
小
、
中
及
び
特
別
支

援
学
校
へ
の
支
援
策
の
一
つ
と

し
て
介
助
員
制
度
を
拡
充
し
、

学
校
の
教
育
活
動
に
使
え
る
時

間
を
大
幅
に
ふ
や
し
た
。
さ
ら

に
、
別
室
登
校
の
児
童
生
徒
に

対
す
る
人
員
配
置
、
通
常
級
に

お
け
る
教
育
活
動
の
補
助
等
に

時
間
を
活
用
し
、
児
童
生
徒
の

支
援
に
大
変
役
立
っ
て
い
る
と

聞
い
て
お
り
、
幅
広
く
本
市
の

児
童
生
徒
を
対
象
に
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。

質
問

市
の
奨
学
金
制
度
は
、
授

業
料
相
当
額
で
あ
っ
て
も
授
業

料
以
外
に
も
使
用
で
き
る
就
学

援
助
で
あ
り
、
完
全
に
国
の
政

策
と
の
重
複
で
は
な
い
。
負
担

が
増
大
し
た
家
庭
が
あ
る
の
に
、

救
済
策
の
検
討
も
な
く
廃
止
す

る
の
は
不
適
切
で
は
な
い
か
。

答
弁

近
隣
市
の
支
援
策
も
い

ろ
い
ろ
議
論
が
あ
り
、
実
施
も

決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
聞
い
て
い
る
。
そ
の
対
応
も

今
後
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
か
と

思
う
が
、
本
市
と
し
て
は
、
地

方
独
自
の
教
育
の
あ
り
方
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
中
で
、
今
回

は
廃
止
を
し
て
、
そ
の
財
源
を

で
き
る
だ
け
教
育
全
般
に
充
当

質
問

本
年
三
月
に
神
奈
川
県

の
主
催
で
川
名
地
区
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
横
浜
藤
沢
線
に
つ

い
て
の
説
明
会
の
状
況
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答
弁

本
年
三
月
二
十
日
に
開

催
さ
れ
た
川
名
地
区
の
説
明
会

で
は
、
六
十
九
名
の
方
が
出
席

し
、
県
か
ら
は
、
自
然
環
境
や

住
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
構
造

と
し
て
、
ト
ン
ネ
ル
構
造
を
で

き
る
だ
け
長
く
と
り
、
本
線
整

備
に
合
わ
せ
て
地
域
の
方
が
利

用
で
き
る
生
活
道
路
を
配
置
し

た
素
案
が
示
さ
れ
た
。

出
席
者
か
ら
は
、
ト
ン
ネ
ル

坑
口
付
近
で
の
騒
音
や
大
気
汚

染
等
に
よ
る
環
境
悪
化
の
懸
念
、

川
名
緑
地
の
自
然
環
境
へ
の
影

響
の
懸
念
等
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。

質
問

川
名
地
区
で
は
、
狭
隘

な
生
活
道
路
の
改
善
へ
向
け
早

急
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
が
、

今
回
の
意
見
も
踏
ま
え
、今
後
、

し
て
い
く
。

今
後
も
、
状
況
等
を
把
握
し

な
が
ら
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

た
が
、
ど
の
よ
う
な
総
括
を
し

て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

答
弁

平
成
二
十
一
年
三
月
に
、

滑
り
台
等
の
遊
具
の
下
や
フ
ェ

ン
ス
際
等
、
園
庭
の
周
囲
二
百

平
方
�
に
コ
ウ
ラ
イ
シ
バ
を
植

栽
し
、
こ
れ
ま
で
、
水
や
り
に

つ
い
て
は
季
節
に
応
じ
て
週
二

〜
三
回
程
度
、
芝
刈
り
に
つ
い

て
は
一
回
だ
け
行
う
な
ど
、
原

っ
ぱ
化
事
業
を
考
慮
し
て
あ
ま

り
手
を
か
け
ず
に
、
維
持
管
理

を
行
っ
て
き
た
。
現
在
の
状
態

は
、
通
路
部
分
は
芝
が
な
く
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

冬
に
一
時
期
枯
れ
た
芝
も
春
に

は
再
び
伸
び
て
き
て
い
る
。
弾

質
問

羽
鳥
小
学
校
の
南
側
一

帯
は
、
頻
繁
に
冠
水
す
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
原
因
分
析
と
対
策

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

小
学
校
の
南
側
市
道
に

埋
設
さ
れ
た
下
水
道
は
、
周
辺

地
区
の
下
水
が
集
ま
る
下
水
道

幹
線
で
あ
り
、
強
雨
時
に
は
上

流
か
ら
の
雨
水
が
集
ま
り
、
幹

線
の
排
除
能
力
を
超
え
、
さ
ら

に
、
道
路
中
央
部
の
高
さ
が
三

十
�
�
程
度
低
い
こ
と
か
ら
、

道
路
冠
水
被
害
が
発
生
し
た
と

考
え
て
い
る
。
当
該
地
は
雨
水

管
の
増
設
が
困
難
な
た
め
、
現

状
の
管
渠
に
加
え
補
助
的
な
排

水
管
の
設
置
等
に
よ
り
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
道
路
冠
水
を
軽
減
す

る
措
置
と
し
て
は
、
道
路
や
小

学
校
等
の
公
共
空
地
を
活
用
し
、

強
雨
時
に
雨
水
が
道
路
に
た
ま

ら
な
い
よ
う
、
小
規
模
な
貯
留

施
設
や
浸
透
施
設
の
設
置
が
有

効
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
浸
水
被

害
を
軽
減
す
る
取
り
組
み
と
し

て
は
、
地
域
住
民
が
各
戸
で
雨

水
を
た
め
た
り
、
雨
水
の
浸
透

を
進
め
、
地
域
全
体
で
の
流
出

抑
制
を
図
る
こ
と
で
、
段
階
的

に
低
地
部
の
浸
水
被
害
の
低
減

が
図
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問

市
内
の
低
地
部
で
の
冠

水
対
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
な

る
取
り
組
み
が
必
要
と
思
わ
れ

る
が
ど
う
か
。

答
弁

河
川
と
下
水
道
の
機
能

を
連
携
さ
せ
、
総
合
的
に
雨
水

排
除
能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
雨
水
の
流
出

先
と
な
る
県
管
理
の
境
川
や
引

地
川
等
の
整
備
促
進
、
河
川
整

備
状
況
に
応
じ
た
雨
水
管
渠
の

整
備
促
進
等
の
ハ
ー
ド
対
策
を

推
進
す
る
。
あ
わ
せ
て
、
雨
水

を
浸
透
、
あ
る
い
は
た
め
る
な

ど
の
施
設
を
分
散
的
に
配
置
し
、

奨
学
金
制
度
の
復
活
や

負
担
増
家
庭
へ
支
援
を

北
部
に
広
が
る
豊
か
な
自
然
、

遊
行
寺
を
初
め
と
し
た
歴
史
的

資
産
等
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、

新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
、
観

光
イ
ベ
ン
ト
と
連
携
し
た
地
元

産
品
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
地
域
に
根

差
し
た
観
光
振
興
に
取
り
組
む

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
計
画
に

位
置
づ
け
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問

計
画
策
定
に
つ
い
て
は
、

外
部
へ
の
委
託
で
は
な
く
、
市

み
ず
か
ら
が
策
定
を
目
指
す
と

聞
い
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

手
法
を
考
え
て
い
る
の
か
。

答
弁

観
光
協
会
、
地
域
観
光

関
係
団
体
、
大
学
等
の
専
門
研

究
機
関
、
公
共
交
通
機
関
や
神

奈
川
県
等
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る

有
識
者
会
議
や
庁
内
関
係
部
門

に
よ
る
検
討
委
員
会
、
実
務
担

当
者
に
よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し
、
観

光
産
業
の
現
状
把
握
、
今
後
取

り
組
む
べ
き
戦
略
課
題
の
設
定市内南北の縦断観光地化を目指す＝遠藤あじさいまつり

保育園原っぱ化事業

試行実施から１年

来年度さらに1園で実施

力
性
が
あ
り
、
け
が
を
し
に
く

く
、
子
ど
も
達
も
安
心
し
て
遊

ん
で
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
、

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

質
問

原
っ
ぱ
化
事
業
の
今
後

の
展
開
と
し
て
、
毎
年
一
園
以

上
の
拡
大
と
し
て
い
る
が
、
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

今
年
度
中
に
芝
の
種
類

等
を
検
討
し
た
上
で
、
来
年
度

も
う
一
園
の
実
施
を
考
え
て
い

る
。
今
回
は
乳
児
の
み
の
園
で

あ
っ
た
た
め
、
来
年
度
は
幼
児

も
い
る
園
を
対
象
と
し
て
実
施

し
、
状
況
を
見
な
が
ら
、
そ
の

後
の
拡
大
に
つ
い
て
は
検
討
し

「
観
光
立
市
　
藤
沢
」
の
発
展
を
目
指
す

地
域
に
根
差
し
た
観
光
振
興
を

藤
沢
市
観
光
振
興
計
画

横
浜
藤
沢
線
の
事
業
化

環
境
に
配
慮
の
構
造
に

議員全員協議会を開催

新総合計画策定の
取り組みについて報告

6月定例会中の一般質問は、6月18日、
21日、22日、23日の４日間にわたって行
われました。今回の質問者は16人で、市
民自治、観光行政、教育、福祉などにつ
いて、市の考えをただしました。一般質問 主な質問と答弁 一般質問 主な質問と答弁 

や
施
策
の
検
討
を
行
い
、
実
効

性
の
あ
る
観
光
振
興
計
画
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

低
地
部
の
冠
水
対
策

雨
水
管
渠
整
備
を
促
進

て
い
き
た
い
。

エ
リ
ア
全
体
で
の
雨
水
流
出
を

極
力
抑
え
る
と
と
も
に
、
雨
水

排
水
施
設
の
能
力
を
一
層
生
か

せ
る
よ
う
、
既
存
の
管
渠
の
増

設
や
集
水
ま
す
等
の
適
切
な
維

持
管
理
等
の
取
り
組
み
の
継
続

に
よ
り
、
道
路
冠
水
被
害
の
低

減
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

現
在
策
定
中
の
「
藤
沢
市
下

水
道
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お

い
て
、
浸
水
対
策
は
重
要
課
題

の
一
つ
で
あ
り
、雨
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
基
本

方
針
に
、
貯
留
管
や
雨
水
幹
線

の
整
備
等
多
様
な
施
策
に
よ
り

低
地
部
の
道
路
冠
水
等
の
被
害

の
最
小
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。


